
2023 年度 奨学金案内（学部学生用） 

 

奨学金制度には、給付型（もらえるもの、返さなくてもよいもの）と貸与型（返さなければいけないもの）があります。 

多くが学力・人物ともに優秀かつ健康でありながら、経済的理由により学業の継続が困難な学生に援助を行う制度となっています。 

そのため、ほとんどの制度に学力基準や家計基準が定められているため、申込みにあたっては、自らの学生生活の設計をしっかり立て、 

返済のことも十分に考慮した上で申し込むようにしてください。 

 

 

 学力基準  

 

 制度名 1年次生 2年次生 3年次生 4年次生 

日
本
学
生
支
援
機
構 

修学支援新制度 

 

給付奨学金 
+ 

授業料減免 

▶高校評定平均 3.5 以上 

もしくは 

▶「学修計画書」で学修の

意欲や目的、将来の人生

設計等が確認できる者 

▶累計 GPA が各学科におけ

る上位 1/2  

もしくは次のいずれにも該当 

▶前年度までに 

31 単位以上修得 

▶「学修計画書」で学修の

意欲や目的、将来の人生

設計等が確認できる者 

▶累計 GPA が各学科におけ

る上位 1/2 

もしくは次のいずれにも該当 

▶前年度までに 

62 単位以上修得 

▶「学修計画書」で学修の

意欲や目的、将来の人生

設計等が確認できる者 

▶累計 GPA が各学科におけ

る上位 1/2 

もしくは次のいずれにも該当 

▶前年度までに 

93 単位以上修得 

▶「学修計画書」で学修の

意欲や目的、将来の人生

設計等が確認できる者 

第一種奨学金 ▶高校評定平均 3.5 以上 

▶前年度までに 

31 単位以上修得 

および 

▶累計 GPA2.0 以上 

▶前年度までに 

62 単位以上修得 

および 

▶累計 GPA2.0 以上 

▶前年度までに 

93 単位以上修得 

および 

▶累計 GPA2.0 以上 

第二種奨学金 ▶本学入学をもって不問 
▶前年度までに 

31 単位以上修得 

▶前年度までに 

62 単位以上修得 

▶前年度までに 

93 単位以上修得 

学
内 

遠隔地出身学生 

援助奨学金 
▶高校評定平均 3.8 以上 

▶前年度までに 

31 単位以上修得 

および 

▶前年度 GPA2.2 以上 

▶前年度までに 

62 単位以上修得 

および 

▶前年度 GPA2.2 以上 

▶前年度までに 

93 単位以上修得 

および 

▶前年度 GPA2.2 以上 

成績優秀者 

奨励奨学金 
1 年次生は該当なし 

▶前年度までに 

38 単位以上修得 

および 

▶前年度 GPA3.0 以上 

▶前年度までに 

74 単位以上修得 

および 

▶前年度 GPA3.0 以上 

▶前年度までに 

110 単位以上修得 

および 

▶前年度 GPA3.0 以上 

課外講座学修 

奨励奨学金 
▶高校評定平均 4.2 以上 

▶前年度までに 

31 単位以上修得 

および 

▶前年度 GPA2.4 以上 

▶前年度までに 

62 単位以上修得 

および 

▶前年度 GPA2.4 以上 

▶前年度までに 

93 単位以上修得 

および 

▶前年度 GPA2.4 以上 

教育ローン 

利子補給奨学金 

▶本学入学をもって不問 

※但し、春学期 0 単位は

対象外 

▶前年度までに 

31 単位以上修得 

▶前年度までに 

62 単位以上修得 

▶前年度までに 

93 単位以上修得 

桃山学院大学 

学費減免制度 
修学意欲があり、卒業まで学業を継続する意思があること 

地
方
・
民
間 

地方・民間団体奨学金 

（学内選考あり） 
▶高校評定平均 3.8 以上 

▶前年度までに 

38 単位以上修得 

および 

▶前年度 GPA3.0 以上 

▶前年度までに 

74 単位以上修得 

および 

▶前年度 GPA3.0 以上 

▶前年度までに 

110 単位以上修得 

および 

▶前年度 GPA3.0 以上 

地方・民間団体奨学金 

（学内選考なし） 
各団体の基準によります 

 



 制度概要  卒業後に返還の必要がない奨学金制度【給付型】 

 

制度名 制度概要 

修学支援新制度 

 

給付奨学金 
+ 

授業料減免 

日本学生支援機構の定める学力・家計・資質基準に該当する学生に対し、奨学金の給付と授業料を減免する制度です。 

 

★募集人数 

指定なし 

★給付額 

支援区分 
給付奨学金の支給月額 

授業料の年間減免額 
自宅通学 自宅外通学 

第Ⅰ区分 
38,300 円 

（42,500 円） 
75,800 円 満額＜上限 70 万円＞ 

第Ⅱ区分 
25,600 円 

（28,400 円） 
50,600 円 第Ⅰ区分の減免額の 2/3 

第Ⅲ区分 
12,800 円 

（14,200 円） 
25,300 円 第Ⅰ区分の減免額の 1/3 

※生活保護を受けている生計維持者と同居している人及び社会的養護を必要とする人で児童養護施設等から通学する人は、 

上表自宅通学のカッコ内の金額となります。 

遠隔地出身学生 

援助奨学金 

遠隔地出身のため、自宅外通学（下宿生活）を余儀なくされている学生に対し、奨学金を給付する制度です。 

 

★募集人数 

100 名 

★給付額 

150,000 円／半期 

成績優秀者 

奨励奨学金 

前年度の学業成績が極めて優秀である学生に対し、年間学費半額相当額を給付する制度です。  

 

★募集人数 

70 名（対象者に対し直接案内します。公募は行いません。） 

★給付額 

514,500 円／年間 （BD 学部生は、484,500 円／年間） 

課外講座学修 

奨励奨学金 

本学が指定する課外講座の受講料を、年間 10 万円を上限にキャッシュバックする制度です。 

 

★募集人数 

100 名 

★給付額 

課外講座受講料相当額（上限 100,000 円） 

教育ローン 

利子補給奨学金 

修学支援新制度の対象外の学部学生で、本学提携教育ローンを借り入れた者のうち、選考基準（学力、家計）を満たす者に給付 

する制度です。 

 

★募集人数 

40 名 

★給付額 

上限 25,000 円 

地方・民間団体 

奨学金 

地方公共団体、民間育英団体等が募集する奨学金制度で、給付型・貸与型があります。制度内容は、募集を行う奨学金によって 

異なります。 

 

★募集人数 

制度により異なる 

★給付額 

制度により異なる 

※制度の詳細、申請方法については、ホームページ及び M-Port で確認してください。 

 

 



 制度概要  卒業後に返還の必要がある奨学金制度【貸与型】 

 

制度名 制度概要 

第一種奨学金 

（無利子） 

日本学生支援機構の定める学力・家計・資質基準に該当する学生に対し、奨学金を無利子で貸与する制度です。 

 

★募集人数 

指定なし 

★貸与額 

以下、貸与月額から選択可能 

自宅通学 自宅外通学 

20,000 円 

30,000 円 

40,000 円 

- 50,000 円 

54,000 円（※） - 

- 64,000 円（※） 

  ※併用貸与の家計基準に該当する場合のみ 

★併給調整 

  給付奨学金に採用されている場合は、借りすぎ防止の観点から貸与月額が調整されます。 

給付支援区分 自宅通学 自宅外通学 

第Ⅰ区分 0 円 0 円 

第Ⅱ区分 0 円 0 円 

第Ⅲ区分 
21,700 円 

（20,000 円、30,300 円） 
19,200 円 

  ※生活保護を受けている生計維持者と同居している人及び社会的養護を必要とする人で児童養護施設等から通学する人は、 

上表のカッコ内の金額となります。 

第二種奨学金 

（有利子） 

日本学生支援機構の定める学力・家計・資質基準に該当する学生に対し、奨学金を有利子（上限利率 3%）で貸与する 

制度です。 

 

★募集人数 

指定なし 

★貸与額 

2 万円～12 万円まで 1 万円単位で選択可能 

※制度の詳細、申請方法については、ホームページ及び M-Port で確認してください。 

 

上記の貸与型奨学金を受けるには、「人的保証」または「機関保証」のいずれかを選択しなければなりません。 

人的保証 連帯保証人（原則、父母）と保証人（原則、おじ・おば等）を選任する制度です。 

機関保証 保証機関に一定の保証料（※）を支払う（毎月の貸与月額から差し引かれます）ことにより、保証を得られる制度です。 

 

※保証料の目安（貸与期間を 48 ヶ月とした場合） 

奨学金種別 貸与月額 
保証料月額 

（目安） 
 奨学金種別 貸与月額 

保証料月額 

（目安） 

第一種奨学金 

20,000 円 500 円  

第二種奨学金 

20,000 円 592 円 

30,000 円 947 円  30,000 円 1,122 円 

40,000 円 1,262 円  40,000 円 1,496 円 

50,000 円 1,786 円  50,000 円 2,119 円 

54,000 円 1,928 円  60,000 円 2,688 円 

64,000 円 2,666 円  70,000 円 3,626 円 

    80,000 円 4,324 円 

    90,000 円 4,865 円 

    100,000 円 5,406 円 

    110,000 円 5,946 円 

    120,000 円 6,487 円 

 

借りすぎに注意！ 



 制度概要  その他の支援制度 

 

制度名 制度概要 

桃山学院大学 

学費減免制度 

出願時 1 年以内（但し、入学以前は除く）に家計急変があり、学費納入が極めて困難となった方に対し、学費の減免を行う 

制度です。 

家計急変事由例：生計維持者の失職、死亡、天災による罹災など 

 

★募集人数 

指定なし 

★減免額 

各学期学費を上限とする額を免除 

学費延納・分納制度 

各学期所定の学費引落日までに学費の一括納入が困難な場合、引落日の延期または分割による納付を願い出る制度です。 

 

春学期締切日 2023 年 4 月 17 日（月） 

秋学期締切日 2023 年 10 月 20 日（金） 

. 

提携教育ローン 

本学と提携する金融機関が学生・保証人に代わり、入学時や在学中の学費納付金を大学に立替払いし、その立替金をクレジット 

会社に分割返済する制度です。 

※本教育ローンは、教育ローン利子補給奨学金の対象です。 

 

取扱金融機関名 お問い合わせ先 

株式会社ジャックス 
コンシュマーデスク 

0120-338-817 

株式会社オリエントコーポレーション 
学費サポートデスク 

0120-517-325 

. 

※制度の詳細、申請方法については、ホームページ及び M-Port で確認してください。 

 

 

 家計基準   

 

生計維持者（原則父母）の年間収入金額、年間所得金額から特別控除額（家族構成や家庭事情により異なる）を差し引いた金額が、下記の基準額以下

である必要があります。 

※年間収入金額とは、源泉徴収票における「支払金額」欄となります。 

※年間所得金額とは、確定申告書における「所得金額」欄となります。 

 

4 人世帯の年間上限額の目安（世帯人数、世帯構成により上限額は異なります。） 

制度名 収入別 自宅通学 自宅外通学 

・修学支援新制度 収入・所得金額 非課税世帯とそれに準ずる世帯 

・第一種奨学金 

・遠隔地出身学生援助奨学金 

収入金額 806 万円 853 万円 

所得金額 398 万円 445 万円 

・第二種奨学金 

・教育ローン利子補給奨学金 

収入金額 1,149 万円 1,196 万円 

所得金額 741 万円 788 万円 

・併用貸与 

（第一種奨学金+第二種奨学金） 

収入金額 756 万円 810 万円 

所得金額 355 万円 402 万円 

・課外講座学修奨励奨学金 収入・所得金額 なし 

・地方・民間団体奨学金 収入・所得金額 各団体の基準による 

※日本学生支援機構の第一種、第二種、修学支援新制度は、進学資金シミュレーターでおおよその目安を確認できます。 

https://shogakukin-simulator.jasso.go.jp/ 

 

 

■お問い合わせ先 

桃山学院大学 学生支援課 奨学金係 

〒594-1198 大阪府和泉市まなび野 1-1 

TEL：0725-51-7836   窓口 開室時間：9:10～16:40＜平日、4/1、7/17、10/9、11/3＞ ※一斉休暇中は閉室 


